
第 45号
昭和 55年 5月 1日

編集・発行

甲府市滋会だより編集委員会

沼話(35)7054 甲府市議会事務局

1111111111111111111111111111 

三
月
定
例
市
議
会
は
、

三
月
七
日
に
招
集
さ
れ
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
市
営
住
宅
条
例
等
二
十

六
件
、
昭
和
五
十
五
年
度
予
算
十
一
件
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
昭
和
五
十
四
年
度
補
正
予
算
七

件
、
助
役
の
任
命
等
人
事
案
件
五
件
の
計
四
十
九
件
を
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
補
充
員
の
選
挙
を
行
い
、
さ
ら
に
意
見
書
二
件
の
提
出
を
決
め
、

三
月
二
十
八
日
に
二
十
二
日
間
に
わ
た
る
会
期
を
終
わ
っ
て
閉
会
し
ま
し
た
。
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反
対
討
論
要
旨

昭
和
五
+
五
年
三
月
市
議
会

定
例
会
提
出
議
案
と
内
容

福
祉
の
後
退
な
く
新
施
策
を
推
進

同
監
器
提
言
多
数
で
可
決

(1) 

申

12日

13日

14日
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一
般
質
問
は
、
三
月
十
日
か
ら
十
二
日
ま
で
三
日
間
に
わ
た
り
、
山
中
繁

芳
(
敬
友
会
)
、
堀
口
菊
雄
(新
政
ク
ラ
ブ
)
、
武
川
和
好

(
共
産
党
)
、

長
類
正
左
衛
門
(
明
政
ク
ラ
ブ
)
、

臼
井
威
夫

(
公
正
ク
ラ
ブ
〉
、
塩
野
褒

明
〈
政
和
会
〉
、
樋
口
精
一

(
社
会
党
〉

、
堀
込
徳
一

(
公
明
党
〉
の
八
氏

が
各
党
派
を
代
表
し
て
、
昭
和
五
十
五
年
度
予
算
の
内
容
、
国
体
、
教
育
行

政
、
中
小
企
業
対
策
等
当
面
す
る
市
政
の
問
題
点
を
中
心
に
活
発
な
質
問
を

展
開
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

よ りだ

O 
国

体

主

会

場

と
道
路
計
画
を
示
せ

有
リ
ン
合
成
洗
剤
の

追

放

を

急

げ

老

朽

市
J

営

住

宅

の

改

修

を

検

討
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委員長報告

の主な内容

り

予算特別委員会
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一
昭
和
五
十
五
年
度
各
会
計
予
一
し
た
。
』
鈴
木
豊
後
岡
伸
一
を
し
て
い
き
た
い
。
な
お
起
債
一
和
四
十
一
年
で
本
市
の
動
抽
出
組
一
の
運
用
を
検
討
し
た
結
果
、
総
一
こ
と
。
国
、
県
と
の
関
連
性
も
一化
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

L
算
案
(
十
一
件
〉
を
付
託
さ
れ
一
審
査
に
あ
た
っ
た
特
別
委
員
一

小
林

康

作

早

川
光
回
一
に
つ
い
て
は
、
出
来
る
限
り
低
一
織
の
前
提
条
件
を
整
え
る
た
め
一
合
計
画
実
施
に
向
っ
て
総
合
調
一
あ
り
、
単
独
の
市
費
で
行
う
わ
-る
。
今
固
ま
で
市
民
生
活
の
向

川
一
た
予
算
委
員
会
は
六
日
間
に
わ
一
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一
早
川
武
男

山
中
繁
芳
一
金
利
で
、
償
還
期
間
の
長
い
有
一
の
改
革
で
あ
り
、
第
二
次
は
、
一
整
世
田
能
を
専
門
的
に
値
目
能
さ
せ
一
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
計
画
一上
、
環
境
の
整
備
を
市
政
の
柱

汁
一
た
り
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
一
委
員
長

堀
込
徳

一

一
堀
口
菊

雄

富

永

政

男

一利
な
政
府
機
関
等
の
も
の
を
借
一
四
十
二
年
で
現
行
の
動
態
組
織
一
る
こ
と
が
将
来
展
望
の
中
で
妥
一
が
決
定
さ
れ
て
も
な
か
な
か
着
一の
一
っ
と
し
て
推
進
し
て
き
た

バ一
商
業
高
校
授
業
料
、
同
和
対
策
一
副
委
員
長

福

島

勇

一

宮
島
雅
展

石
丸
あ
き
じ
一
り
る
よ
う
に
し
、
県
に
も
働
き
一
を
確
立
し
た
改
革
で
あ
っ
た
。
一
当
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
に
一
手
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。
従
一が
、
市
民
の
行
政
に
依
存
す
る

口一
事
業
を
含
む

一
般
、
特
別
会
計
一
委
員

内
蔵
秀
治
上
田
英
主

岡

国

修

中

西

久

一か
け
を
行
っ
て
十
分
慎
重
な
対
一
第
三
次
は
、
四
十
八
年
で
各
部
一
立
っ
て
発
展
的
に
解
消
し
て
専
一
っ

て
少
し
で
も
そ
の
期
聞
を
短
一度
合
が
高
い
よ
う
に
思
う
。
権

担
一
は
多
数
を
も
っ
て
、
他
は
い
ず
一

市
川
正
雄

原

因
正
八
郎
一
長
粛
正
左
衛
門

土

屋
直

一処
を
し
て
い
き
た
い
。
五
十
四
一
門
の
主
体
性
の
充
実
と
現
状
に
一
門
の
調
整
管
理
部
を
設
け
る
こ
一
縮
し
な
い
と
い
ま
か
ら
の
都
市
一利
益
務
と
い
っ
た
点
は
別
に
L

一
れ
も
全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま
↑

樋
ロ
精

一

飯
島
勇
一

白

井

成

夫

三

井

五
郎
一
年
の
決
算
見
通
し
は
、
現
在
ま
一
な
じ
ま
な
い
部
分
の
改
善
を
行
一
と
に
し
た
。
一
計
画
事
業
は
む
ず
か
し
い
と
考
一て
も
、
お
互
い
に
協
力
し
て
新

1
J
?
t
J
、，

t

4

3

h

t

j

t

t

J

1

r

3

1

f

j

t

r

J

、t
一
だ
確
た
る
数
字
は
つ
か
ん
で
い
一
っ
た
。
こ
れ
ら
の
改
革
は
い
ず
一

都
市

開

発

事

業

に

一
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
努
力
を
一総
合
計
画
で
示
し
た
都
市
像
に

一
あ
る
。
ま
た
、
中
央
道
開
通
、
一
全
に
消
化
し
て
い
く
決
意
で
あ
一
な
い
が
、
今
回
の
補
正
で
総
合
一
れ
も
行
政
効
率
化
を
基
盤
に
お
一

一
し
て
い
く
。
現
在
の
組
織
で
一向
っ
て
努
力
す
る
と
い
う
姿
勢

八
総
括
質
問

V

一
塁
側
壁
踏
ま
え
て
、
首
都

7
。
財
政
見
通
し
は
悲
喜
一
市
民
会
館
へ
三
億
円
の
積
立
て
一
い
た
も
の
で
、
そ
の
成
果
に
つ
一

つ
い
て

τ、
街
路
区
画
整
理
、
市
街
化
一に
市
民
が
な
る
意
識
向
上
の
方

地

方

の

時

代

の

一
回
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
く
一済
情
勢
だ
と
財
源
と
な
る
税
の

7
行
う
中
で
、
今
後
の
財
政
対
一
い
て
は
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
一
間
今
後
の
都
市
開
発
事
業
一
再
開
発
事
業
主
緒
に
平
行
し
一途
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
l

そ

本

市

財

政

見

通

し

一
甲
府
市
で
あ
る
こ
と
は
十
分
認
一見
通
し
に
若
干
の
不
安
は
あ
る

τを
考
え
て
い
る
が
、
現
段
階
一
き
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

一に
対
す
る
行
政
の
あ
り
方
に
つ
つ
行
っ
て
い
る
が
、
線
的
開
発

一の
た
め
の
行
政
の
あ
り
方
、
市

一
識
し
て
い
る
の
で
、
今
後
一
層
一が
実
施
計
画
で
は
、
税
の
伸
び
一
で
は
一
応
の
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
一
ま
た
、
今
回
の
組
織
改
革
は
、
一い
て
伺
い
た
い
。
一
と
面
的
開
発
は
そ
れ
ぞ
れ
分
担
一民
対
応
に
つ
い
て
、
そ
の
方
向

岡

地
方
の
時
代
が
叫
ば
れ
一
た
い
。

一県
と
連
携
を
と
る
中
で
指
導
と
一を
大
体
十
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と
み
一
は
図
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
一
総
合
計
画
を
も
と
に
新
し
い
行
一

答

都
市
計
画
事
業
の
む
ず
一
し
て
執
行
す
る
方
が
、
よ
り
機
一
を
打
ち
出
す
中
で
市
民
の
理
解

な
が
ら
、
長
い
間
の
念
願
で
あ
一

答
地
方
交
付
税
率
の
引
上
一協
力
を
得
な
が
ら
都
市
計
画
事
一て
い
る
。
国
で
は
五
十
五
年
度
一
定
し
て
い
る
。

一政
に
対
応
す
る
政
策
の
推
進
の
一
か
し
さ
は
十
分
承
知
を
し
て
い
一
能
的
で
あ
り
、
効
果
が
高
い
と
一と
協
力
を
得
る
努
力
を
し
な
け

る
行
政
制
君
主
的
改
善
も
一げ
等
制
度
の
改
善
が
で
き
な
い
一
号
前
向
き
に
進
め
て
い
く
。
一
か
ら
六
十
年
ま
で
の
平
均
で
十
一
組
織
改

革

の

一あ
り
方
を
提
起
し
た
内
容
で
あ
一
る
。
過
去
を
鐙
よ
っ
て
み
一
い
う
観
点
か
ら
、

新
た
に
関
与
ば
、
今
後
の
都
市
計
画
事
業

な
さ
れ
ず
、
景
気
停
滞
の
中
で
一こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。
そ
の
た
一
従
っ
て
、
新
年
度
予
算
は
、
ぃ
一
四

・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
を
一
一
り
、
従
来
の
改
革
と
は
情
勢
が
一
て
、
計
画
決
定
を
す
る
際
に
な
一
課
を
設
置
し
て
専
門
的
に
受
け
一は
推
進
し
な
い
と
考
え
て
い
る

い
ま
各
都
市
は
緊
縮
財
政
を
指
一め
に
地
方
財
政
は
一
段
と
厳
し
一
ま
ま
で
の
重
点
施
策
は
変
わ
る
一
み
て
い
る
の
で
、
そ

う

い

っ

た

一

経

過

と

成

果

は

一
異
な
っ
て
い
る
と
受
け
と
め
て
一
お
一
層
住
民
の
理
解
を
得
る
こ
一
持
つ

こ
と
と
す
る
た
め
、
今
回
一の
で
、
そ
の
よ
う
な
姿
勢
で
取

向
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
一さ
を
増
し
て
い
る
。
新
し
い
総
一
こ
と
な
く
引
続
い
て
継
承
し
て
一
数
値
を
十
分
勘
案
し
な
が
ら
、
一
間
組
織
改
革
に
つ
い
て
現
一
い
る
。
改
善
に
あ
た
っ
て
は
、
一
と
が
ま
ず
第
一
に
必
要
で
あ
る
一
の
犠
構
改
革
で
検
討
し
、
組
織
一り
組
ん
で
行
き
た
い
。

い
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
一合
計
画
に
よ
る
実
施
計
画
は
完
一
い
く
中
で
、
今
後
将
来
の
快
適
一
今
後
の
財
政
を
考
え
て
ま
い
り
一
下
の
行
政
効
率
化
の
動
向
を
ふ
一
効
率
化
を
考
慮
す
る
中
で
と
り
一
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(4) 

委員長報告

の主な内容

昭和55年 5月 1日りよだ之》、
""正議市府甲

-
条
例
特
別
委
員
会
は
、
付
託

数
、
他
は
全
員
異
議
な
く
原
案
一委
員
小
河
原
正
平
伊
膿
常
八

く
こ
と
が
必
要
だ
が
、
水
利
権
一

気
災
害
防
止
対
簾
(
山
梨
県
電

長一
さ
れ
た
条
例
案
十
一
件
を
六
日
一を
可
決
す
る
も
の
と
決
し

ま

し

一

内

蔵

章

一

塩

野

夜

明

者

と

の

調
整
が
つ
か
ず
改
修
で
一

力
関
連
産
業
労
働
組
合
協
議
会

員
一
間
に
わ
た
り
審
査

し
ま
し
た
一た
。

一

込

山

貴

雄

小

林

置

き
な
い
。
今
後
も
水
利
権
者
と
一

甲
府
地
区
協
議
会
長
・
八
巻
町
弘

t
委一
が
、
市
立
商
業
高
校
授
業
料
及
一

審
査
に
あ
た
っ
た
特
別
委
員
一

中
忌
寧
文
溝
口
一
雄

話
し
合
い
を
続
け
て
い
く
。
一

採
択
さ
れ
た
も
申

一倫
)

U
山一
び
入
学
審
査
料
を
改
正
す
る
条
一
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一

揖
内
光
量
小
沢
綱
緩

ま
た
、
上
流
よ
り
流
れ
る
ゴ

一

門総

務

委

員

会

〕

一

門

建

設

経

済

餐

員

会

〕

司

秋

一例
、
同
和
対
策
新
築
資
金
貸
付一

委
員
長

秋
山
慎
次
郎
一

小
沢
政
審
武
川
和
好

ミ
等
が
つ
か
え
て
溢
水
す
る
の
一O
市
営
室
内
プ

l
ル
建
段

(甲
一O
朝
気
地
区
土
地
区
画
聖
理
事

一条
例
制
定
に
つ
い
て
は
賛
成
多一

副
委
員
長

千
野

嘩
-

森
沢

茂

で
、
横
断
踏
渠
部
分
の
床
版
三
府
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
水
泳
部
一
集
計
画
反
対

(
甲
府
市
朝
気
二

・
l
i
l
i
-
-
{
J
i
l
i
l
l
i
t
-
-
i
t
-
-
l
i
t
i
-
-
-
1
1
1
1
1
1
j
i
l
l
-マ
児
量
四
通
学
道
事
の
位
置

一マ
水
協
の
改
修

〈
万
寿
森
自
治
一
ン
ク
リ
1
卜
を
取
り
こ
わ
し
、
一会
部
会
長

・
内
藤
佳
作
ほ
か
)
一丁
目
一
番
六
号

・
秋
山
典
朝
ほ

函
題
に
つ
い
て
、

現
行
の
勧
奨
一
周
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
一は
困
難
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、

一
〈
万
寿
蘇
自
治
親
交
会
長

・
石

室

長

・
山
野
潔
ほ
か
〉
王
者
(
グ
レ

ー
ご

と

に

取

一

o
E武
道
場
施
股
建
設

ハ山
一か〉

一年
令
を
圏
中
地
方
公
共
団
体
及
一
り
、
実
施
計
画
の
中
で
さ
ら
に

一下
水
道
整
備
計
画
、
し
尿
処
理
一山
野
潔
ほ
か

)
H自
治
会
と
協
一

l
本
詰
願
箇
所
は
、
水
路
が
立
一り
替
え
て
清
摘
す
る
こ
と
が
で
一梨
剣
道
研
究
会
々
長

・
河
西
盛
一
継
続
審
査
す
る
も
の

総

叫

勺

川

町

川

叶

一

び
民
間
企
業
が
目
指
し
て
い
る
一
検
討
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
な
一施
設
の
将
来
に
わ
た
る
縮
小
計
一
議
の
?

ぇ、

現
在
歩
道
工
事
を
一
体
交
差
し
て
い
て
通
水
を
妨
げ
一
き
る
よ
う
に
工
事
を

完
了

し
一
ほ
と

一

員

生
委
員
会〕

ー

l
i
l
i
-
-
一六
O
才
定
年
に
移
行
す
る
考
え
一
さ
れ
た
。

一画
、
施
設
の
新
鋭
化
等
具
体
的
一行
っ
て
い

る

。

一

て

お

り

、
立
体
交
差
を
取
り
除
一た

。

一

O
電
力
供
給
作
業
従
事
者
の
そ
く
み
取
り
業
務
減
少
に
よ
る

一
は
な
い
か
と
質
し
た
の
に
対
し
一
次
に
、
甲
府
商
業
高
伎
の
今
一
な
計
廼
を
示
し
、
理
解
と
協
力

MISE
i
!
"Hu--uHi
"“一口一ド
3
1
33
1
5
1
i
l
i
nH
g
1
521
5iU
M一日
21

u
日

-dH
is
-
il
;iH
I
一
世
業
補
償
等

(
甲
府
市
清
掃
同

ま
ず、

総
括
質
問
の
大
要
は
一過
去
の
経
過
の
中
で
実
施
さ
れ
一
年
度
の
入
鉱
の
結
果
、
多
く
の
一
を
得
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
一
学
校
図
書
館
改
正
に
闘
す

が
教
育
活
動
の
中
で
本
来
の
目
る
」
と
し
て
、
学
校
図
書
館
法
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
い
わ
一
幡
市
組
合
組
合
長

・
小
林
秀
典
)

次
の
と
お
り
で
あ
る。

一て
い
る
が
、
地
教
委
で
は
未
だ
一
不
合
格
者
を
数
え
て
い
る
が
、一

の
提
言
が
な
さ
れ
た
。

一
る
憲
見
・

的
を
果
た
す
た
め
に
は
、
掌
校
制
定
以
来
二
十
六
年
余
り
も
放
ゆ
る
活
線
作
業
は
著
し
く
危
険
一

〔
建
設
経
済
安
員
会〕

一

一

一

一

一

O
甲
府
中
心
商
庖
街
区
域
の
街

池
田
公
園
用
地
買
収
問
題
に
一そ
の
話
し
合
い
が
持
た
れ
て
お
一
そ
の
対
応
策
に
つ
い
て
は
、
す
一

ま
た
、
地
籍
調
査
に
つ
い
て
一
学
校
図
書
館
は
、
法
に
明
記
図
書
館
の
職
務
を
専
門
的
に
掌
配
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
設
備
や
一

一

一

一

一

一づ
く
り
構
想

(
甲
府
中
央
商
庖

つ
い
て
は
、
当
局
の
建
設
経
済
一ら
ず
、
当
面
は
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
一
ぐ
に
学
級
増
を
実
現
す
る
こ
と
一は
、
こ
の
事
業
は
全
市
的
に
且
呈
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
後
る
職
員
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
甲
府
市
議
会
は
、
学
工
法
に
改
善
を
加
え
て
も
、
活
一

一

一

一

一

一街
再
開
発
委
員
会
々
長

・
太
田

委
員
会
に
お
け
る
答
弁
と
、
本
一型
の
人
員
構
成
の
解
消
を
図
つ
一
は
困
難
で
あ
る
が
、
今
後
の
動
一用
地
と
市
街
地
の
地
絡
調
査
を
一能
と
し
て
学
校
に
お
け
る
す
べ
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
学
校
図
@
館
に
噂
門
的
職
務
を
拡
線
作
業
が
続
く
か
ぎ
り
電
気
災
一

一

一

一

一

一源
一
郎
〉

会
議
の
委
員
長
報
告
に
対
す
る
一て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
な
さ
一
向
を
見
て
検
討
す
る
と
の
答
弁
一行
う
も
の
で
、
本
年
度
か
ら
食
一て
の
教
育
活
動
の
資
料
提
供
、

}
3
1
(
t
J
h
t
f
t
}
}
)
る
職
員
が
配
置
さ
れ
、
図
書
館
容
を
防
止
す
る
こ
と
は
困
難
で
一

答
弁
と
の
間
に
、
食
い
違
い
の
一れ

た

。

一

が

な

さ

れ

た

。

一用
地
を
実
施
し
、
以
後
毎
年
実
一及
び
校
内
の
文
化
セ
ン
タ
ー
と

今
定
例
会
最
経
日

の
持
つ
機
能
が
十
分
発
問
押
さ
れ
す
o

一

E
R

包
司

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
見
一

ま
た
、
清
掃
事
業
の
民
問
委
一

次
に
西
下
条
し
尿
処
理
場
鰍
一範
し
、
昭
和
八
十
年
に
終
了
の
一し
て
位
置
づ
け
る
よ
う
に
い
わ

の
三
月
二
+
八
日
の

る
よ
う
、
掌
校
図
虫
館
法
附
則
よ
っ
て
政
府
は
、
屯
気
災
害
一

R
R

晶
l

終
日
れ
一
ハ
い
れ
十
日

M
山
一叩

れ

わ

れ

れ

訪

問

一

昨

M
M
h
h
m弘
前

一日
吋
あ
る
と
の
答
弁
が
な
さ
一れ
れ
い
口
ぷ
和
五
十
五
年
度

e

M
リ
リ
ロ
!
日
戸

刊

に

日

訪

問

け

む

竹

山

口

間

取

昨

日

告

一o
h刊
誌

…

れ

れ

圃

新

町
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